
 

 

 
 
 復興研究会は、６月３０日放課後に避難所運営ゲーム「ＨＵＧ」を行いました。「もし自分が１０

年前の高校性だったら、避難所となった大槌高校をどのように運営していくか」という想定をして、た
くさんの避難者が来るなかでイベントが発生したり、すぐに判断を迫られる状況が起きたりとても緊
迫した中で、参加者はとても真剣に取り組んでいました。 
 
 

今回、初めて参加しました。今日、行ったゲーム 

は大槌学園在学中に一度やってみたゲームで今 

回はその時の経験を活かして行い、とてもスムー 

ズにゲームをすることができました。今回のゲーム 

を通して今度どのように対応していくか、どのよう 

なことが大切なのか、とても考えさせられる活動 

でした。大槌高校だからこそ行える活動であると 

思い、これからも続けてほしいです。 

２年女子 

 

 

 グループでたくさんのことを考えた。自分一人だけでは

なにもできなさそうだったが、今日の経験でもしもこういっ

たことになってしまった場合でもある程度動くことができる

と思った。避難してきた人たちをどこに集めておくか、物資

の受け取り口はどこにするか意見を出し合いながら、グル

ープの人たちともうまく活動することができていたと思った。 

                      １年男子 

今日は避難所運営ゲームをしました。私は中学の 

時にもやったことがあるので久しぶりに取り組み 

ました。たくさん考えなければいけないことがあり 

難しい中、みんなで話し合ったことでスムーズに 

進行できたと思います。 

ゲームだけできては意味がないのでこの経験を 

活かし、実際の災害時に役立てればいいなと思 

いました。             ２年女子 

 

 

このゲームをしてみての感想は、様々なシミュレ 

ーションができて面白かったです。老人の方が避難 

されたときに尿意や持病のことなどを考えて受付や 

トイレに近い場所に誘導し、感染症対策なども考えて 

配置しました。実際にこのようなことが起きてもすぐ 

に対処できるようなシミュレーションゲームだったの 

でとても有意義でした。         ３年男子
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初めてHUGをやって、実際に近い形でみんなと協力しながらできてよかったです。最初は、グループの人に任せて配置を決

めましたが、慣れてきてからは自分の意見を言いつつグループの人の意見を聞いてまとめながら場所を決めることができまし

た。もし、震災にあって大槌高校に避難することがあったら、少しでも避難してきた人を安心させれるように自分にできることを考

えながら荷物を運んだり、みんなの力になれるように行動したいと思います。                   ３年女子 

 

今回初めて参加した避難所ゲーム（HUG）について、自分の震災の時に避難者側としていた時に、思っていたことを思い出し

ながら参加をしていました。また、ほかの人の意見を聞いて、自分が思っている時よりもいいアイデアを持っている人もいたので、

とても頼りになりました。また参加したいなと思います。                            ３年男子 

                          

今回参加した避難所運営ゲーム（HUG）を体験して、お題に沿って人を配置するのがとても大変だなと感じました。私は、震災

を体験したことがなかったので今回ゲームをしてみて避難所の生活や震災の大変さを改めて知ることができました。今回学んだ

ことをこれからの生活でも少しずつ考えていこうと思いました。                         ３年男子 

                                                     

初めて避難所運営ゲームに参加をしました。各グループでどうしたら災害時の避難所運営をよりよくできるかについて、それぞ

れが意見を出し合い、考えることができました。各グループのを見ると、それぞれ違う考え方をしていて、方法は一つだけではな

いと感じました。今後、何かが起こったときは、今日学んだことを少しでも生かせるように、これからの生活では、周りを見て考え、

率先して行動ができる力を身につけていきたいです。                                                       ３年女子 

                                                     

今回、初めて HUGに参加しました。グループの中には HUGをやったことがある人が多かったのでとても心強いなと思いま

した。ゲームをやっていくうちにルールが少しずつ分かってきました。今回の想定された状況は、コロナ鍋での状況を考えてだっ

たので、とても難しく感じました。避難しに来た人の中には、高齢の方や子供などの幅広い年齢の方が多かったので、いろいろ考

えさせられました。また、普段から自分がしておくべきことなども自分の中で考える機会になったのでとてもよかったです。    

                                                    ３年女子 

 

カードに書かれている情報を正しく読み取り、その情報をもとに、カードをどこに配置するかをみんなで話し合いながら、素早く

判断することができました。「感染の可能性がある人とけが人を一緒にしないほうがいい」「ステージの上は物資などを置けるよ

うに開けておくべき」など、多くの意見を言い合うことができました。実際にこの様な事が起きた時自分は何ができるのか改めて

考えるいい機会になりました。                                       ２年女子                                                                                                                                                                                                                                                                         

 

 

 

 

 

 

 


